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【緒言】ドシメータに用いられる蛍光体材料は、放射線のエネルギーを吸収及び蓄積した後、熱

や光等の刺激により発光することが可能であり、個人被ばく線量測定や環境放射線線量測定等に

利用されている。ドシメータ材料の中でも、CaF2は熱蛍光材料として広く実用されており、例え

ば Dy添加 CaF2及びMn添加 CaF2は TLD-200、TLD-400 としてそれぞれ実用化されている。加え

て、Tb 添加 CaF2も高効率な熱蛍光を示すことが報告されているが[1]、Tb 添加 CaF2透明セラミ

ックス関するドシメータ特性は報告されていない。そこで本研究では、放電プラズマ焼結(SPS)法

により Tb 添加 CaF2透明セラミックスを作製し、そのドシメータ特性を調べた。 

【実験方法】CaF2及び TbF3を重量比通りに混合後、カーボンダイスに充填し、真空中で 1070 ℃、

15分間焼成することで透明セラミックス試料を得た。得られた透明セラミックスについて、光電

子増倍管を用いて熱蛍光グロー曲線を測定した。 

【実験結果】図 1に、1 mGyの X 線照射後の Tb添加 CaF2透明セラミックスの熱蛍光グロー曲線

を示す。作製したすべての Tb 添加 CaF2が 100 °Cにおいて明瞭なグローピークを示した。作製し

た試料の中で、Tb0.1%添加試料が最大の強度を示した。図 2 に、Tb 添加 CaF2透明セラミックス

の線量応答性を示す。作製した Tb 添加透明セラミックスにおいて、0.001 mGyから 1 mGyの線量

領域において、入射線量に対する高い線形応答性が得られた。本講演では、当該物質の熱蛍光特

性の詳細だけでなく、輝尽蛍光特性の詳細についても述べる。 
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図 1  Tb添加 CaF2の熱蛍光グロー曲線。                    図 2  線量応答性。 

 (昇温速度 1℃/h) 
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